
【特許請求の範囲】
【請求項１】被除数レジスタの被除数データと、除数レ
ジスタの除数データとを減算回路に入力して減算試行を
行なわせるとともに、キャリー信号を商として出力し、
さらに減算回路からの減算結果を被除数レジスタにフィ
ードバックさせることにより必要回数の減算試行を行な
わせる直線補間器用除算器において、上記両レジスタを
シフトレジスタで構成するとともに、減算回路からの減
算結果を両レジスタにフィードバック可能とし、さらに
両データの大小を判別し、小さいデータが格納されてい
るシフトレジスタをシフトレジスタとして作用させると
ともに、他方のシフトレジスタを固定式のレジスタとし
て作用させ、減算回路からの減算結果をシフトレジスタ
として作用するシフトレジスタにフィードバックさせる
制御信号を出力する判別回路を有することを特徴とする

直線補間器用除算器。
【請求項２】両シフトレジスタが、当初から浮動少数点
形式に変換されたデータを入力されるものである上記特
許請求の範囲第１項記載の直線補間器用除算器。
【発明の詳細な説明】
＜産業上の利用分野＞
この発明は直線補間器用除算器に関し、さらに詳細にい
えば、特に、グラフィック・ディスプレイ装置におい
て、２点間を結ぶ直線を連続的に描画することができる
ようにするために好適に使用される直線補間器用除算器
に関する。
＜従来の技術＞
グラフィック・ディスプレイ装置において、２点の座標
値が与えられた場合に、その２点間を直線的に補間し
て、ディスプレイ上に、ドットが連続し、視覚的に連続
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した直線として把握することができるように描画するこ
とが要求される。
例えば、第２図Ａに示すように、２点が与えられた場合
には、Ｘ方向の座標値の差がX1－X0,Y方向の座標値の差
がＹ－１－Y0となり、図から明らかなように、（X1－X
0）＞（Y1－Y0）である。したがって、この場合には、
Ｘ方向については１づつの変化を与え、Ｙ方向について
は（Y1－Y0）／（X1－X0）づつの変化を与えることによ
り、同図中丸印で示すように、ドットが連続した状態で
線分を描画することができる。
また、第２図Ｂで示すように、２点が与えられた場合に
は、Ｘ方向の座標値の差がX2－X0,Y方向の座標値の差が
Y2－Y0となり、図から明らかなように、（X2－X0）＜
（Y2－Y0）である。この場合にも、Ｘ方向については１
づつの変化を与え、Ｙ方向については（Y2－Y0）／（X2
－X0）づつの変化を与えることにすれば、図中三角印で
示すように、ドットが連続しない状態で線分を描画する
ことになり、到底線分とはいえない描画状態になる。し
たがって、上記第２図Ａと同様のドットが連続した状態
での線分の描画を行なおうとすれば、Ｙ方向については
１づつの変化を与え、Ｘ方向については（X2－X0）／
（Y2－Y0）づつの変化を与える必要がある。
このような点を考慮して、従来から、第３図に示すよう
に、正規化回路（11）を通してデータＸをセレクタ（1
3）に入力しているとともに、正規化回路（12）を通し
てデータＹをセレクタ（14）に入力し、ラッチ回路（1
5）からの制御信号により両セレクタ（13）（14）から
互に異なるデータX,Yを出力し、シフトレジスタからな
る被除数レジスタ（16）、データをラッチするだけの除
数レジスタ（17）に入力するようにしている。そして、
被除数レジスタ（16）のデータと除数レジスタ（17）の
データとを、常時１のキャリー入力が与えられている加
算回路（18）に入力することにより、減算試行を行な
い、減算結果を被除数レジスタ（16）にフィードバック
させるとともに、キャリー出力データをも被除数レジス
タ（16）に入力することにより、被除数レジスタ（16）
のデータを更新して、減算試行を反復させることができ
るようにしている。また、加算回路（18）からのキャリ
ー出力データを商として商レジスタ（19）に入力してい
るとともに、被除数レジスタ（16）に入力し、さらに上
記ラッチ回路（15）にも入力して、上記データX,Yの大
小判別を行なわせるようにしている。尚、（20）は減算
試行回数を制御するためのカウンタである。
＜発明が解決しようとする問題点＞
上記従来の直線補間器用除算器は、セレクタ（13）（1
4）によりデータX,Yを選択して被除数レジスタ（16）、
除数レジスタ（17）に入力することができるので、２点
の座標値の如何に拘わらず常にドットが連続した状態で
の線分の描画を行なうことができるのであるが、被除数
レジスタ（16）と除数レジスタ（17）とが常に固定され

ているので、両データの大小関係により制御される一対
のセレクタ（13）（14）が必要である。そして、このセ
レクタ（13）（14）は、両データのビット幅が大きくな
れば、必然的に配線容量が大きいものを使用しなければ
ならず（例えば、各データのビット幅が16ビットであれ
ば、全部で64ビットのビット幅が必要であり）、直線補
間器用除算器全体としての配線容量の増大を招くので、
LSI化することが非常に困難であるという問題がある。
また、上記データX,Yが格納されるレジスタは、当初か
ら被除数レジスタ、除数レジスタとして機能が固定され
ているので、当初大小判別を行なった結果によっては、
被除数レジスタ（16）、および除数レジスタ（17）に再
度データX,Yを格納し直し、その後必要な回数の減算試
行を行なわなければならず、除算動作を行なうための所
要時間が全体として長くなるという問題もある。
＜発明の目的＞
この発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、
セレクタを不要として配線容量を減少させることがで
き、簡単にLSI化することができる直線補間器用除算器
を提供することを目的としている。
＜問題点を解決するための手段＞
上記の目的を達成するための、この発明の直線補間器用
除算器は、２つのデータがそれぞれ入力されるレジスタ
をシフトレジスタで構成するとともに、減算回路からの
減算結果を両レジスタにフィードバック可能とし、さら
に両データの大小を判別し、小さいデータが格納されて
いるレジスタのみをシフトレジスタとして作用させると
ともに、他方のシフトレジスタを固定式のレジスタとし
て作用させ、減算回路からの減算結果をシフトレジスタ
として作用するシフトレジスタにフィードバックさせる
制御信号を出力する判別回路を有するものである。
但し、上記両シフトレジスタが、当初から浮動小数点形
式に変換されたデータを入力されるものであってもよ
い。
＜作用＞
上記の構成の直線補間器用除算器であれば、当初２つの
データがそれぞれシフトレジスタに入力された状態で減
算回路により減算を行なって、減算回路からのキャリー
出力を判別回路に入力することにより、両データの大小
関係を判別し、この判別結果に基いてレジスタに制御信
号を入力することにより、小さいデータが格納されてい
るレジスタをシフトレジスタとして動作させるととも
に、他方のシフトレジスタを固定式のレジスタとして動
作させ、減算回路からの減算結果をシフトレジスタとし
て動作するシフトレジスタにフィードバックさせること
ができる。
したがって、小さいデータが格納されているレジスタが
被除数レジスタとして動作し、大きいデータが格納され
ているレジスタが除数レジスタとして動作することによ
り、その後は、従来の直線補間器用除算器と同様に動作
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して、必要な除算結果を得ることができる。
また、上記両シフトレジスタが、当初から浮動小数点形
式に変換されたデータを入力されるものであれば、シフ
トレジスタへのデータの格納を１回のみとすることがで
き、好ましい。
＜実施例＞
以下、実施例を示す添付図面によって詳細に説明する。
第１図はこの発明の直線補間器用除算器の一実施例を示
すブロック図である。
一方のデータＸを正規化回路（１）により正規化して一
方のシフトレジスタ（３）に入力しているとともに、他
方のデータＹを正規化回路（２）により正規化して他方
のシフトレジスタ（４）に入力している。ここで、各正
規化回路はデータを浮動小数点形式に変換するものであ
り、従来公知のように、指数部データ、仮数部データお
よび符号データを出力する。そして、仮数データがシフ
トレジスタに供給される。また、従来公知のように、各
正規化回路は、変換処理が終了するまでの間は入力デー
タをそのまま出力しており、この間に入力データがその
ままシフトレジスタに入力、保持される。そして、両シ
フトレジスタ（３）（４）からの出力データを、常時１
のキャリー入力が入力されて減算回路として動作する加
算回路（５）（浮動小数点形式で表されたデータの仮数
部、および指数部同士の大小比較をも行なうことができ
るもの）に入力し、加算回路（５）からの減算結果を上
記両シフトレジスタ（３）（４）にフィードバック可能
としている。ここで、従来公知のように、両シフトレジ
スタ（３）（４）からの出力データの一方を反転値とし
て常時１のキャリー入力が入力されて減算回路として動
作する加算回路（５）に供給することにより、減算結果
を得ることができる。さらに上記加算回路（５）からの
キャリーを出力を、商データとして商レジスタ（６）に
入力するとともに、両シフトレジスタ（３）（４）に、
シフト－ロード制御信号として入力し、さらに判別回路
としてのラッチ回路（７）に入力している。但し、除算
のための減算試行を行なう間、除数レジスタとして機能
するシフトレジスタと被除数レジスタとして機能するシ
フトレジスタとは固定されている必要があるので、ラッ
チ回路（７）は、正規化回路（１）（２）にデータが供
給された後、最初に加算回路（５）から出力されるキャ
リー出力を保持する。また、このキャリー出力が両シフ
トレジスタ（３）（４）にロード信号として供給され、
変換処理により得られた浮動小数点形式のデータの仮数
部データをシフトレジスタ（３）（４）にロードする。
そして、このラッチ回路（７）からの互に異なる制御信
号（Ｑ出力、および 出力）を選択的にシフトレジスタ
（３）（４）に入力するようにしている。ラッチ回路
（７）からの互に異なる制御信号が選択的にシフトレジ
スタ（３）（４）に入力されることにより、一方が被除
数レジスタとして機能するよう、即ち、シフトレジスタ

として機能するよう制御されるとともに、他方が除数レ
ジスタとして機能するよう、即ち、保持内容を変化させ
ることなく反転値を出力するよう制御される。尚、
（８）は上記加算回路（５）による減算試行回数を制御
するためのカウンタである。ここで、減算試行回数は浮
動小数点形式の被除数の指数部データに基いて定まるの
であるから、ラッチ回路（７）からの制御信号によって
被除数として選択された側の指数部データが初期値とし
てセットされる。
上記の構成の直線補間器用除算器によれば、例えば、第
２図に示すＸ軸方向についての２点間の座標値の差がデ
ータＸとして正規化回路（１）に入力され、Ｙ軸方向に
ついての２点間の座標値の差がデータＹとして正規化回
路（２）に入力されているとした場合には、以下のよう
に動作して適正な直線補間を行なうことができる。
以下、詳述する。
先ず、データＸが正規化回路（１）により浮動小数点形
式のデータＸ′に変換されてシフトレジスタ（３）に格
納されるとともに、データＹが正規化回路（２）により
浮動小数点形式のデータＹ′に変換されてシフトレジス
タ（４）に格納される。
但し、浮動小数点形式のデータへの変換が終了するまで
は、正規化回路（１）（２）から入力データX,Yがその
まま出力されているので、シフトレジスタ（３）（４）
に供給し、シフトレジスタの一方から反転値を出力して
加算回路（５）に供給することにより、例えばＸ＋ ＋
１（＝Ｘ－Ｙ）の演算を行ない、演算結果の符号を示す
キャリー出力をラッチ回路（７）に供給する。このラッ
チ回路（７）は、互に異なるＱ出力信号、および 出力
信号をそれぞれシフトレジスタ（３）（４）の制御端子
に入力しているので、一方がシフトレジスタとして動作
し、他方がデータをラッチするだけでのレジスタとして
動作することになる。即ち、シフトレジスタとして動作
する側が、被除数レジスタとなり、他側が除数レジスタ
となる。
したがって、以後は両シフトレジスタ（３）（４）の内
容を加算回路（５）に入力することにより、減算試行を
行ない、加算回路（５）からのキャリー出力の有無に対
応させて、シフトレジスタとして動作する側の内容のシ
フト、またはシフトレジスタとして動作する側への減算
結果のロードを選択的に行なわせるとともに、上記キャ
リー出力を商として商レジスタ（６）に格納する。その
後は、カウンタ（８）に格納されている内容により定ま
る回数だけの減算試行を行なって除算結果を得ることが
できる。
より具体的に説明すると、第２図Ａに示す直線補間を行
なう場合であれば、Ｘ＝X1－X0,Y＝Y1－Y0であり、Ｘ＞
Ｙであるから、シフトレジスタ（４）がシフトレジスタ
として動作し、シフトレジスタ（３）がデータをラッチ
するだけのレジスタとして動作し、商レジスタ（６）に
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Y/Xの除算結果を得ることができる。
また、第２図Ｂに示す直線補間を行なう場合であれば、
Ｘ＝X2－X0,Y＝Y2－Y0であり、Ｘ＜Ｙであるから、シフ
トレジスタ（３）がシフトレジスタとして動作し、シフ
トレジスタ（４）がデータをラッチするだけのレジスタ
として動作し、商レジスタ（６）にX/Yの除算結果を得
ることができる。
以上の実施例の場合には、シフトレジスタ（３）（４）
へのデータのロードを１回行なうのみでよいから、デー
タの転送時間を従来例と比較して少なくすることができ
る。
また、この実施例においては、仮数部、および指数部の
大小判別を同時に行なわなければならないので、加算回
路（５）の構成がやや複雑化するが、指数部は多くても
８ビット程度であるから、複雑化の程度は少なくてす
み、従来必要であった複雑な構成のセレクタを省略する
ことができるので、直線補間器用除算器の構成を簡素化
することができる。
尚、以上の実施例においては、当初からシフトレジスタ
（３）（４）に浮動小数点形式に変換されたデータを格
納する場合について説明したが、各正規化回路（１）
（２）にセレクタを内臓させ、データX,Yをそのままシ
フトレジスタ（３）（４）に格納する動作と、浮動小数
点形式に変換したデータＸ′,Y′をシフトレジスタ
（３）（４）に格納する動作とを選択的に行ない得るよ
うにすることもできる。
この場合には、正規化回路（１）（２）がセレクタを内
蔵するので構成が複雑化すると思われるかもしれない
が、上記内蔵セレクタは、データX,Yをそのまま出力す
るか、正規化されたデータＸ′,Y′を出力するかを選択

するのみであるから、従来例におけるセレクタと比較し
て著しく簡素化することができ、しかも上記実施例と比
較すると、加算回路（５）において指数部同士の大小を
比較する必要がなくなるので、この部分に対応する構成
の簡素化も達成することができる。
但し、この場合には、データX,Yをシフトレジスタ
（３）（４）にロードして大小判別を行なった後、デー
タＸ′,Y′をシフトレジスタ（３）（４）にロードしな
ければならないので、データの転送時間が上記実施例と
比較してやや長くなるが、特に不都合はない。
＜発明の効果＞
以上のようにこの発明は、２点の座標データに基いて除
算を行なう場合における除数と被除数との選択を、セレ
クタを使用することなく行なうことができるので、配線
容量を減少させて直線補間器用除算器の構成を全体とし
て簡素化し、LSI化を簡単に達成することができるとい
う特有の効果を奏する。
特に当初から浮動小数点形式に変換されたデータをロー
ドする場合には、データのロードが１回のみでよいた
め、全体としての除算時間を短縮することができるとい
う効果をも奏する。
【図面の簡単な説明】
第１図はこの発明の直線補間器用除算器の一実施例を示
すブロック図、
第２図は直線補間を行なうべき２点の関係を説明する
図、
第３図は従来の直線補間器用除算器を示すブロック図。
（１）（２）……正規化回路、（３）（４）……シフト
レジスタ、（５）……加算回路、（７）……ラッチ回路
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【第１図】
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【第２図】
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【第３図】
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